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▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
藤
井
川
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
の
里
」
の
使

用
料
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▽
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
妊
産
婦
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
対
象

疾
患
に
つ
い
て
、
妊
産
婦
特
有
の
疾
患
に

限
定
し
て
助
成
を
行
う
た
め
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
別
表
２
の
と
お
り
４
件
の
補
正
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
（
次
頁
参
照
）

▽
介
護
型
療
養
病
床
廃
止
中
止
を
求
め
る

　
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

　
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

▽
「
気
候
保
護
法
（
仮
称
）
」
の
制
定
を

　
求
め
る
陳
情
書

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

▽
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
に
お
い
て
、
地
方
税
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
条

例
の
一
部
を
改
正
し
、
４
月
１
日
か
ら
施

行
し
た
も
の
で
す
。

▽
介
護
型
療
養
病
床
廃
止
中
止
を
求
め
る

　
意
見
書

　
採
択
に
伴
い
、
内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生

労
働
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
別
表
１
の
と
お
り
９
件
の
補
正
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
（
次
頁
参
照
）

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
関
係
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
か
つ
ら
水
処
理
セ
ン
タ
ー
増
設
工
事
（
下

水
道
施
設
）に
伴
い
、
次
の
業
者
と
の
契
約

を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

  

契
約
の
相
手
方

　
三
井
住
友
・
桐
原
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

 

契
約
金
額

　
１
億
７ 

５
３
５
万
円

第
２
回
　
定
例
会
報
告

　
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
条
例
２

件
、
補
正
予
算
４
件
の
議
案
と
、
承
認
１
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
２
件
、
報
告
７
件
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
回
　
定
例
会
報
告

第
３
回 

臨
時
会
報
告

第
３
回 

臨
時
会
報
告

条
　
　
　
例

陳
　
　
　
情

平
成
21
年
度
補
正
予
算

専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
の
承
認

発
　
　
　
議

条
　
　
　
例

契 

約 

の 

締 

結

　
臨
時
会
は
、
５
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
次

の
案
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

,
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表１　平成20年度補正予算関係

会　　計　　別 補　正　額 補正後の額 今回補正の主なもの

会　　計　　別 補　正　額 補正後の額 今回補正の主なもの

△9,211万5千円 98億6,129万2千円 
 地方譲与税・利子割交付金・配
 当割交付金・株式等譲渡所得割
 交付金等の減 

一　般　会　計

後 期 高 齢 者 医 療

△5,645万7千円 23億666万3千円 
 国庫支出金・県支出金・繰入金 

 及び諸収入等の減
国民健康保険

保 険 事 業

△1,130万円 2億9,737万2千円  繰入金等の減

1,516万8千円 24億418万7千円 
 諸収入及び介護従事者処遇改善

 臨時特例交付金の追加
国民健康保険

介 護 保 険

保 険 事 業

609万8千円 13億6,257万2千円  財産収入及び繰入金の追加

△50万円 1億6,397万7千円  後期高齢者医療保険料の減

△640万5千円 8億1,704万4千円  企業債償還金等の減

介 護 保 険

収益的収入

資本的収入

保 険 事 業

△352万2千円 13億2,862万3千円 

△47万9千円 529万3千円  サービス収入等の減

 繰入金等の減

 給水収益の減

簡 易 水 道 事 業

保 険 事 業

介護サービス事業

△211万円 5,427万5千円  使用料及び手数料等の減

一　般　会　計 4,084万1千円 89億484万1千円  県支出金、繰越金等の追加

農業集落排水事業 △275万円 4億4,772万4千円  繰入金等の減

水 道 事 業

△2,332万2千円 6億5,036万8千円 

診  療  所

表２　平成21年度補正予算関係

2,581万2千円 1億7,925万円 
 企業債、国庫補助金、県補助金

 出資金の追加
水 道 事 業

資本的収入

2,710万円 3億6,157万2千円  水道建設事業費の追加資本的支出

老　人　保　健 △1,395万1千円 2億3,091万円 
 諸収入を追加し, 支払基金交付金

 ・国庫支出金及び県支出金の減
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20年度一般会計補正予算

国民健康保険補正予算

老人保健補正予算

後期高齢者医療補正予算

介護保険補正予算

公共下水道事業補正予算

農業集落排水事業補正予算

簡易水道事業補正予算

水道事業補正予算

税条例の一部を改正する条例

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

工事請負契約の締結

使用料及び手数料条例の一部を改正する条例

医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例

21年度一般会計補正予算

国民健康保険補正予算

介護保険補正予算

水道事業補正予算
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○
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め
　
　
採
　
　
決
　
　
に
　
　
加
　
　
わ
　
　
っ
　
　
て
　
　
い
　
　
な
　
　
い

鯉
渕
　
秀
雄

承 認
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「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
「
う
ぐ
い
す
の
里
」
「
山
び
こ
の
郷
」
５
月
連
休
中

　
　
の
施
設
利
用
状
況
は
。

　
　
「
ふ
れ
あ
い
の
里｣

「
う
ぐ
い
す
の
里
」
は
利
用
客
は
増
加
。｢

山
び
こ
の

　
　
郷
」
は
減
少
。

　
　
「
う
ぐ
い
す
の
里
」
の
展
望
風
呂
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
施
設
と
し
て
大
切
な

　
　
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
再
整
備
の
考
え
は
。

　
　
経
営
内
容
を
考
慮
す
る
と
再
開
は
大
変
厳
し
い
状
況
。

　
　
「
山
び
こ
の
郷
」
の
プ
ー
ル
兼
水
遊
び
場
に
つ
い
て
。

　
　
老
朽
化
に
よ
り
危
険
。
利
用
状
況
、
経
営
内
容
を
考
慮
し
取
壊
し
の
方
向
。

　
　
観
光
資
源
と
し
て
鶏
足
山
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

　
　
七
会
に
居
て
一
度
も
登
っ
て
い
な
い
。
御
前
山
県
立
自
然
公
園
の
中
に
位

　
　
置
し
、
こ
れ
か
ら
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
観
光
資
源
と
し
て
考
え
た
い
。

　
　
登
山
道
と
周
辺
整
備
は
赤
沢
地
区
・
鶏
足
山
環
境
保
全
グ
ル
ー
プ
・
茂
木

　
　
町
元
気
ア
ッ
プ
逆
川
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
管
理
。
車
は
山
際
に
駐

　
　
車
す
る
状
況
。
町
の
対
応
は
。

　
　
今
後
現
状
を
把
握
し
整
備
の
必
要
性
を
精
査
し
検
討
し
た
い
。

　
　
舟
渡
団
地
集
会
所
を
今
後
も
利
用
し
て
い
け
る
か
。
町
の
ス
リ
ム
化
を
考

　
　
え
れ
ば
地
区
に
任
せ
る
こ
と
も
方
法
か
と
思
う
が
。

　
　
地
元
下
圷
地
区
よ
り
集
会
所
と
し
て
使
用
し
た
い
と
の
要
望
も
あ
り
協
議
。

　
　
本
年
４
月
よ
り
使
用
を
許
可
。
住
宅
解
体
後
の
集
会
所
の
取
扱
い
・
団
地

　
　
全
体
跡
地
利
用
問
題
等
、
地
元
の
意
向
を
勘
案
し
検
討
し
て
い
く
。

町政を問う町政を問う
今回７人が質問し、その要約を掲載しました。今回７人が質問し、その要約を掲載しました。

一般質問一般質問

南
條
　
　
治 

議
員

しろさと議会だより　No.195
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町
職
員
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
国
の
定
め
で
あ
る
労
働
基
準
法
で
は
、
週
40
時
間
と
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
そ
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
職
員
の
勤
務
時
間
は
８
時
間
労
働
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
こ
の

　
　
　
時
間
を
厳
守
し
て
い
き
た
い
。

　
　
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　
　
　
先
進
自
治
体
で
は
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る
中
、

　
　
　
当
町
は
企
業
誘
致
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
茨
城
県
に
対
し
、
企
業
誘
致
の
働
き
か
け
を
行
う
ほ
か
、
企
業
誘
致
推

　
　
　
進
室
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
立
ち
上
げ
て
、
若
者
の
働
く
場
所
を
作
っ

　
　
　
て
い
き
た
い
。

　
　
町
道
等
の
除
草
に
つ
い
て

　
　
　
町
道
等
の
除
草
は
、
年
に
何
回
ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
施
さ
れ
て
い
る

　
　
　
の
か
。

　
　
　
町
道
及
び
町
管
理
河
川
等
で
除
草
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
地
元

　
　
　
区
で
自
主
的
に
実
施
し
て
い
る
箇
所
を
除
き
、
原
則
夏
と
秋
の
２
回
業

　
　
　
者
に
発
注
し
、
除
草
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
保
健
・
教
育
・
公
共
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
当
町
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
発
生
時
の
行
政
対
応
は
。

　
　
　
幼
稚
園
、
小
中
学
校
は
休
園
、
休
校
。
給
食
セ
ン
タ
ー
等
は
危
機
管
理

　
　
　
体
制
を
詰
め
て
い
く
。
職
員
は
休
暇
さ
せ
接
触
が
考
え
ら
れ
る
職
員
、

　
　
　
町
民
に
つ
い
て
は
関
係
各
課
で
協
議
し
対
応
。

　
　
　
町
が
基
金
を
活
用
し
て
塾
講
師
を
招
き
受
験
対
策
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　
　
塾
を
入
れ
る
か
は
、
現
場
の
先
生
と
の
接
点
、
保
護
者
の
意
向
を
踏
ま

　
　
　
え
ど
の
様
な
形
で
導
入
で
き
る
か
教
育
委
員
会
、
校
長
会
を
交
え
塾
の

　
　
　
必
要
性
を
検
討
す
る
。

　
　
　
常
北
高
校
の
存
続
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
特
色
を
出
し
生
徒
が
集
ま

　
　
　
る
環
境
を
作
る
た
め
の
助
成
を
行
う
考
え
は
。

　
　
　
高
校
と
協
議
し
特
色
を
い
か
に
出
せ
る
か
真
剣
に
考
え
る
。

　
　
　
公
共
工
事
は
契
約
時
に
工
期
を
定
め
る
が
、
地
域
住
民
に
多
大
な
不
便

　
　
　
を
強
い
る
工
期
延
長
が
多
々
見
ら
れ
る
。
工
期
厳
守
を
求
め
る
意
味
で

　
　
　
今
後
延
長
を
し
た
業
者
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
す
考
え
は
。

　
　
　
今
は
考
え
て
な
い
が
、
工
程
会
議
等
を
行
い
工
期
内
完
成
目
指
す
。

　
　
　
多
数
の
応
札
が
あ
り
な
が
ら
落
札
率
が
99
％
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
今

　
　
　
後
高
額
な
も
の
に
対
し
予
定
価
格
を
事
後
公
表
す
る
考
え
は
。

　
　
　
価
格
の
漏
洩
等
透
明
性
の
確
保
が
困
難
な
た
め
現
行
ど
お
り
で
行
う
。

　
　
　
物
品
納
入
、
小
規
模
事
業
に
町
内
業
者
を
積
極
的
に
活
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　
業
者
育
成
、
経
済
の
活
性
化
の
た
め
積
極
的
活
用
を
図
る
。

玉
川
　
台
俊 

議
員

寺
門
　
博
志 

議
員
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学
校
再
編
に
つ
い
て

　
　
　
小
学
校
の
再
編
は
現
在
の
10
校
を
常
北
地
区
２
校
、
桂
地
区
２
校
、
七

　
　
　
会
地
区
１
校
の
５
校
に
再
編
検
討
協
議
会
に
お
い
て
、
答
申
さ
れ
た
が

　
　
　
こ
の
と
お
り
行
う
の
か
。

　
　
　
答
申
を
尊
重
し
進
め
る
。

　
　
　
再
編
に
よ
り
廃
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
校
舎
及
び
跡
地
の
利
活
用
は
。

　
　
　
存
続
校
・
廃
校
が
確
定
し
た
段
階
で
検
討
す
る
。

　
　
　
再
編
に
伴
い
児
童
の
通
学
の
安
全
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
遠
距
離
の
通
学
児
童
に
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
で
対
応
す
る
。

　
　
　
学
校
給
食
の
供
給
は
現
在
３
ヶ
所
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
供
給
し

　
　
　
て
い
る
が
再
編
に
よ
り
効
率
的
に
供
給
で
き
な
い
か
。

　
　
　
配
達
業
務
及
び
施
設
運
営
費
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
進
め

　
　
　
て
い
く
。

　
　
　
再
編
の
結
果
を
い
つ
公
表
す
る
の
か
。
ま
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

　
　
　
は
。

　
　
　
９
月
の
定
例
議
会
に
報
告
す
る
。

　
　
学
校
給
食
の
委
託
に
つ
い
て

　
　
　
学
校
給
食
の
民
間
委
託
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
安
心
安
全
な
食
育
の
取
り
組
み
も
あ
り
、
費
用
効
果
等
さ
ま
ざ
ま
な
視

　
　
　
点
で
調
査
を
し
、
今
後
考
え
て
い
く
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
対
策
又
、
観
光
対
策
は
。

　
　
　
ブ
ラ
ン
ド
化
検
討
委
員
会
、
開
発
委
員
会
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
　
　
を
作
り
、
観
光
対
策
に
つ
い
て
も
一
緒
に
や
れ
ば
大
変
よ
い
と
思
っ
て

　
　
　
い
る
。

　
　
　
合
併
後
さ
ら
に
町
の
一
体
感
を
求
め
る
た
め
に
城
里
町
の
歌（
町
歌
）を

　
　
　
つ
く
っ
て
は
。

　
　
　
基
本
的
に
は
住
民
の
方
か
ら
そ
う
い
う
機
運
が
高
ま
れ
ば
検
討
し
て
い

　
　
　
き
た
い
。

　
　
　
小
学
校
の
統
廃
合
が
進
む
中
で
再
編
後
の
校
舎
の
利
活
用
を
考
え
て
農

　
　
　
村
留
学
（
滞
在
型
）
又
、
国
際
交
流
、
文
化
、
芸
術
の
里
等
の
観
光
対

　
　
　
策
に
利
用
で
き
る
の
で
は
。

　
　
　
廃
校
に
な
っ
た
校
舎
は
、
耐
震
設
計
さ
れ
て
い
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
使

　
　
　
う
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
事
も
考
え
な
が
ら
、
観
光
等
へ

　
　
　
の
利
用
も
考
え
て
い
く
。

　
　
本
庁
舎
（
旧
常
北
町
役
場
）
の
望
楼
の
耐
震
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
41
年
に
作
ら
れ
て
本
年
で
43
年
経
過
し
て
い
る
）

　
　
　
取
壊
し
を
検
討
し
て
は
。

　
　
　
本
庁
舎
の
望
楼
は
、
老
朽
化
が
進
み
、
雨
漏
り
も
見
ら
れ
痛
み
が
ひ
ど

　
　
　
い
状
況
が
あ
り
、
望
楼
だ
け
を
取
壊
す
と
い
う
事
は
、
中
々
大
変
だ
と

　
　
　
思
う
が
、
見
積
り
を
と
り
、
耐
震
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
は
や
っ
て
い

　
　
　
き
た
い
。

河
原
井 

大
介 

議
員

小
林
　
祥
宏 

議
員
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地
方
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
県
は
、
本
年
度
か
ら
３
年
か
け
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
未
設
置
で
あ
る

　
　
　
14
市
町
村
に
対
し
、
設
置
促
進
を
働
き
か
け
る
と
し
て
い
る
。
本
町
に

　
　
　
お
い
て
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
　
茨
城
町
も
、
今
年
度
中
に
設
置
予
定
で
あ
り
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

　
　
　
く
。

　
　
地
域
活
性
化
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

　
　
　
３
億
９
　
１
０
０
万
円
の
臨
時
交
付
金
の
一
部
を
活
用
し
て
、
住
宅
リ

　
　
　
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
交
付
金
の
目
的
で
あ
る
地
域
活
性
化
等
に
迅
速
か
つ
直
実
な
実
施
を
図

　
　
　
っ
て
い
く
。

　
　
　
子
育
て
支
援
で
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
乳
幼
児
の
保
護
者
等
が
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
ゆ
っ
く
り

　
　
　
と
し
た
心
で
触
れ
合
う
き
っ
か
け
を
つ
く
る
よ
い
事
業
で
あ
り
、
子
育

　
　
　
て
の
支
援
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
く
。

　
　
低
公
害
車
導
入
促
進
事
業
、
小
・
中
学
校
及
び
公
共
施
設
に
地
上
デ
ジ
タ

　
　
ル
対
策
事
業
は
考
え
て
い
な
い
か
。

　
　
今
後
、
事
業
の
内
容
を
精
査
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

　
　
選
挙
投
票
所
に
つ
い
て

　
　
　
政
治
離
れ
投
票
率
低
下
の
中
、
合
併
後
投
票
所
の
縮
小
を
行
っ
た
の
は
、

　
　
　
県
内
で
稲
敷
と
城
里
の
み
で
あ
る
。
２
市
町
と
も
縮
小
後
投
票
率
は
更

　
　
　
に
低
下
し
た
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
31
の
投
票
所
を
13
個
所
に

　
　
　
し
た
の
か
。

　
　
　
平
成
19
年
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
事
務
調
整
と
投
票
所
の
再
編
見
直
し

　
　
　
で
、
再
編
案
を
基
に
区
長
会
議
で
了
承
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
町
は
投
票
所
の
縮
小
を
行
っ
た
が
、
公
的
交
通
機

　
　
　
関
も
無
い
地
域
性
を
考
え
て
、
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
期
日
前
投

　
　
　
票
所
も
含
め
て
再
検
討
し
て
は
。

　
　
　
今
後
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
現
況
に
つ
い
て
検
討
し
、
改
善
さ
れ
る
投

　
　
　
票
所
を
含
め
、
新
た
な
投
票
所
も
検
討
さ
れ
る
と
思
う
。

　
　
舟
渡
団
地
集
会
所
に
つ
い
て

　
　
　
集
会
所
及
び
駐
車
場
も
含
め
て
、
今
後
区
長
さ
ん
区
民
と
話
し
合
い
、

　
　
　
有
効
活
用
を
進
め
る
考
え
は
。

　
　
　
区
民
と
意
見
交
換
し
、
今
後
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
　
県
道
錫
高
野
石
塚
線
に
つ
い
て

　
　
　
町
長
の
選
挙
公
約
で
あ
る
県
道
錫
高
野
石
塚
線
拡
幅
工
事
は
、
地
域
住

　
　
　
民
の
永
年
の
悲
願
で
あ
り
、
救
急
車
両
の
通
行
も
含
め
、
早
期
完
成
を

　
　
　
切
望
し
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
境
橋
付
近
の
延
長
２
０
０
メ
ー
ト
ル
工
事
費
１
億
２
　
０
０
０
万
で
完

　
　
　
成
ま
で
３
〜
４
年
、
そ
の
後
道
路
拡
幅
し
完
了
す
る
見
込
み
。

,

,
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編
集
委
員
は
、
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別

委
員
会
の
６
名
で
構
成
し
て
お
り
ま
す
が
、

編
集
作
業
は
、
事
務
局
と
共
同
体
制
を
と

っ
て
い
ま
す
。

○
発
　
　
行
　
　
定
例
会
終
了
後
40
日
以
内

○
回
　
　
数
　
　
年
４
回
（
定
例
会
毎
）
　

　
　
　
　
　
　
　
平
均
24
ペ
ー
ジ

○
印
刷
部
数
　
　
８ 

８
０
０
部

○
配
布
対
象
　
　
町
内
全
世
帯
、町
内
事
業
所
、

　
　
　
　
　
　
　
県
内
関
係
機
関
、
公
共
施
設

　
去
る
７
月
２
日
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
と
、
よ
り
良
い
編
集
方
法

を
調
査
す
る
た
め
、
宮
城
県
美
里
町
の
議
会
広
報
の
発
行
状
況
と
編
集
方
法
に

つ
い
て
研
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
町
民
に
行
政
、
議
会
の
活
動
等
を
わ
か

り
や
す
く
広
報
す
る
た
め
に
「
行
政
用
語
、

議
会
用
語
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
」、｢

難

し
い
語
句
に
は
説
明
文
を
つ
け
る
」、｢

議

案
は
わ
か
り
や
す
く
要
約
す
る｣｢

表
紙
の

写
真
は
被
写
体
の
目
線
に
合
わ
せ
、
肖
像

権
を
配
慮
す
る
」、｢

掲
載
写
真
の
配
置
の

工
夫
」
な
ど
、
住
民
の
目
線
で
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
委
員
全
員
で
一
丸
と
な
っ
て
編

集
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
美
里
町
の
議
会
だ
よ
り
は
、
平
成
18
年

３
月
に
創
刊
し
、
現
在
ま
で
14
号
を
発
刊

し
て
お
り
、
全
国
町
村
議
会
が
主
催
す
る

議
会
だ
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
受
賞
し
て
お
り
、

今
後
、｢

城
里
町
議
会
だ
よ
り｣

を
発
行
す

る
に
あ
た
り
大
い
に
参
考
と
な
る
研
修
で

あ
り
、
常
に
町
民
の
目
線
で
、
議
会
だ
よ

り
は
議
員
だ
よ
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
た
調
査
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
報
告

人　口　　26,329人

世帯数　　7,979世帯

面　積　　75.06km

議員定数　18名

委員会　　３常任委員会

　　　　　議会運営委員会

　　　　　議会だより編集特別委員会

美里町の概要

編
集
体
制

発
行
状
況

,
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,

,

議
会
広
報
委
員
会

　
　
宮
城
県
美
里
町
議
会
を
研
修

議
会
広
報
委
員
会

　
　
宮
城
県
美
里
町
議
会
を
研
修
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よ
さ
こ
い]

　
　
ソ
ー
ラ
ン
教
室
（
桂
公
民
館
講
座
）

　
こ
の
講
座
は
今
年
で
２
年
目
で
す
が
、

昨
年
受
講
さ
れ
た
方
々
や
講
師
の
川
井
正

人
先
生
が
新
人
受
講
生
に
踊
り
方
を
伝
授

し
て
お
り
ま
し
た
。

「
結
構
な
運
動
量
な
の
で
ス
ト
レ
ス
解
消

や
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
大
で
、
一
緒
に
い

い
汗
か
け
る
よ
う
皆
で
楽
し
く
賑
や
か
に

踊
り
ま
し
ょ
う
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

受
講
生
は
小
学
生
か
ら
60
代
ま
で
幅
広
く
、

女
性
が
や
や
多
い
構
成
で
し
た
。

　
い
つ
で
も
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
開
講
日
　
第
２
・
４
日
曜 

午
後
７
時
〜

　
問
い
合
わ
せ
先
　
城
里
町
桂
公
民
館

　
　
　 (

０
２
９
〜
２
８
９
〜
２
２
２
０)

　
梅
雨
本
番
と
な
り
農
家
に
と
り

ま
し
て
は
日
照
不
足
が
と
て
も
気

掛
か
り
で
し
ょ
う
。

　
又
、
政
治
の
動
向
も
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
す
。
政
治
が
変
わ
れ
ば

生
活
も
変
わ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

今
の
政
治
は
国
民
不
在
で
一
人
歩

き
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。

　
間
も
な
く
行
わ
れ
る
総
選
挙
に

お
い
て
、
国
民
を
ど
の
よ
う
に
導

い
て
く
れ
る
の
か
、
し
っ
か
り
と

判
断
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
我
が
町
で
も
新
町
政
が
ス
タ
ー

ト
し
間
も
な
く
４
か
月
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
県
内
に

お
い
て
も
財
政
が
厳
し
い
当
町
で

あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
町
民
、
行
政
、

議
会
が
一
体
と
な
り
、
す
ば
ら
し

い
町
づ
く
り
に
努
力
す
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
町
民
の
声
が
尚
一

層
反
映
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　  

関
　
誠
一
郎 

記

議
会
の
動
向 (

４
月
〜
６
月)

議
会
の
動
向 (

４
月
〜
６
月)

議会を傍聴してみましょう

編
集
後
記

編
集
後
記

表
紙
に
よ
せ
て

議
会
広
報
委
員
会

　
委 

員 

長
　
三   

村
　
由
利
子

　
副
委
員
長 

 

河
原
井
　
大
　
介

　
委
　  

員   

南
　
條
　
　
　
治

             

　 

玉
　
川
　
台
　
俊

　
　
　
　  

　
阿
久
津
　
則
　
男

　
　
　
　  

　
関
　
　
　
誠
一
郎

傍　聴　席 議　　　場

議会の動向・編集後記等
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お知らせ

町
内
各
中
学
校
入
学
式

町
内
各
小
学
校
入
学
式

常
北
幼
稚
園
入
園
式

常
北
中
学
校
建
設
検
討
委
員
会
先
進
整
備
事
例
見
学
会

議
会
広
報
委
員
会

城
里
町
教
育
研
究
会
総
会

議
会
広
報
委
員
会

市
町
村
長
・
市
町
村
議
会
議
長
会
議

農
業
委
員
会
定
期
総
会

常
北
中
学
校
建
設
検
討
委
員
会

東
茨
城
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

常
北
中
学
校
建
設
検
討
委
員
会

農
業
委
員
会
運
営
委
員
会

城
里
町
商
工
会
通
常
総
代
会

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

城
里
町
開
発
公
社
理
事
会

第
１
回
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

農
業
委
員
会
定
期
総
会

第
３
回
議
会
臨
時
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

第
２
回
議
会
定
例
会

生
涯
学
習
推
進
本
部
会
議

し
ろ
さ
と
七
夕
ま
つ
り
２
０
０
９
実
行
委
員
会

コ
ミ
セ
ン
城
里
運
営
委
員
会

農
業
委
員
会
定
期
総
会

第
１
回
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

城
里
町
音
楽
の
つ
ど
い

４
月

　
７
日

　
８
日

　
９
日

　
15
日

　
16
日

　
22
日

　
23
日

　
24
日

　
27
日

　
30
日

５
月

　
14
日

　
15
日

19
〜
20
日

　
21
日

　
22
日

　
25
日

　
27
日

６
月

　
２
日

　
５
日

９
〜
12
日

　
15
日

　
18
日

　
19
日

　
25
日

　
26
日

　今、町ではどんなことが議論さ

れているのだろうか。どんな計画

があってどのように進んでいるの

だろうか。みなさんの暮らしに身

近なことです。

　どなたでも傍聴できますので、

ぜひ一度議会の傍聴にお出かけく

ださい。

日程など詳しいことは議会事務局へ

次回の定例会は９月の予定です。
(手続きは本庁舎２階総務課で
　　　　　住所・氏名を明記するだけです。)

TEL.029-288-3111
(内線 301)

　地球温暖化防止対策にならい、｢夏の軽装｣クール・ビズを
６月から９月までの間、議場においても実施しております。


